
Ⅲ　先輩からのメッセージ

　就職活動をしている皆さんの中には、就職する
までにどんなことをしておけばいいのか不安に
思っている方が多いのではないでしょうか。ここ
では私が厚生労働省で働いてきた経験を元に、お
話したいと思います。

＜幅広い知識＞
　皆さんは数学や物理などの専門分野については
十分な知識を持っていることと思いますが、その
他の分野についてのめり込んでいることってある
でしょうか。社会人としてこういう知識が結構役
に立つのです。数学や物理を専攻している方であ
れば、物事を論理的に考えてひとつひとつ詰めて
いくことができますが、仕事は学問のような論理
だけではうまく進まない場合が多く、その結果、
行き詰まってしまうことがあります。仕事の話で
は頭が固くなっているせいか、解決策が出てこな
いことがあります。こんな時は私の経験では、相
手の好きそうな話題として例えばスポーツや時事
関連ネタ、相手の出身地の出来事などを切り出す
ことで、お互いの緊張感をほぐし、柔軟な頭で考
えることができるようになり、解決策が得られた
ことがありました。このように、仕事をしている
時って、スムーズに話を進めるため、余計な無駄
話が重要だったりします。

＜いろんな経験＞
　皆さんはまだ若いので、今後の人生への投資と
いう意味でも、いろんな経験をした方がいいと思
います。思い返しますと、学生時代は、同じ研究
室やクラブ活動の友人、アルバイト先の人たちと
いった限定された世界で生活していたような気
がします。それ以外の世界にも広げていくこと
は、時には勇気がいるし、エネルギーも相当に使
うことでしょう。でも、社会人になると、特に
役所の場合は数年ごとに人事異動があります。当
然仕事も変わりますので、異動後の環境は前の部
署とは大きく異なり、ストレスを感じることもあ
ります。若いうちからいろんな経験を通じて、新
しい世界に入ることが苦ではない人は、仕事にも
早く慣れるでしょう。私の経験では、仕事上最も
大きな変化があったのは、フィリピンにある日本
大使館に異動した時でした。人脈もなく、仕事は
外務省のルールに従うということで、初めの頃は
不安と緊張で仕事に手がつかない状態でした。何
とかせねばとの思いから、趣味がゴルフだったこ
ともあり、週末にゴルフをしている方の仲間に入
れてもらうことを決意し、その方々との交流を通
じて少しずつ人脈を築いていきました。この交流
によって、仕事に役立つ情報が得られるようにな

り、仕事が大いにやりやすくなりました。新たな
世界に飛び込んだおかげで異国の地でもなんとか
対応できたのではないかと思います。

＜コミュニケーション能力＞
　社会人になって、いろんな経験を積んでくると
コミュニケーション能力が必要だと改めて感じま
す。仕事とは、お互い意見が違っている相手とと
ことん話し合い、作り上げていくものですが、コ
ミュニケーション能力はその過程をスムーズにす
るための潤滑油のようなものだと思います。私が
賃金課という最低賃金額を決める部署にいた時に
そのことを痛感しました。最低賃金額は政労使の
三者の話合いで決めていくのですが、労使間では
考え方が全く異なるので最低賃金額の妥協点は容
易には定まりません。行政側は相手の立場に立
ち、妥協点を探っていくことになりますが、その
ときに、＜幅広い知識＞や＜いろんな経験＞もフ
ル活用してコミュニケーションをとることがいか
に大切で重要かということを学びました。

　仕事は一人ではなく、チームプレイで行いま
す。厚生労働省は、国民の生活に密着した仕事が
多く、国民とのコミュニケーションが最も重要と
している官庁のひとつと言えるでしょう。仲間と
力を合わせて仕事ができ、その結果、社会に大い
に貢献できる職場として、厚生労働省は魅力ある
官庁ですよ！

職業安定局雇用政策課長補佐

角井　伸一

 

■経歴………………………………………………
平成  6. 4		  労働省入省（政策調査部統計調査第一課）
平成15.10		 職業安定局雇用政策課中央雇用計画官
平成18. 3		  在フィリピン日本国大使館一等書記官
平成21. 7		  年金局企業年金国民年金基金課数理専門官
平成23. 4		  現職

厚生労働省で働いてきた経験から
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　皆さんの中には、「数学」という学問分野が国
家公務員という仕事とどのように結びつくのか、
なかなかイメージが沸かない方も多いのではない
でしょうか。実は私も、学生時代は、自分の数学
分野での能力がどう役立つのかはっきりしていな
い部分もありました。しかし私が今まで10年以上
公務員として仕事をしていた中ではっきりと言え
ることは、皆さんが大学などで学んできた成果は
必ず公務員としての仕事の中で役立つということ
です。

　といっても、もちろん公務員としての仕事の中
で、解析や代数を使う機会はありません。統計に
関する知識を使うことはあるかもしれませんが。
それよりも、私が今まで仕事をしてきた中で感じ
たのは、行政組織の中では、我々の数学の「知
識」が求められているというよりも、むしろ、数
学的・論理的な思考、そして冷静にデータを分析
する能力が求められているということです。こ
のような力は一朝一夕で身につくものではなく、
（皆さんはあまり実感していないかもしれませ
んが）なかなか他の人が持っていない貴重な能力
であることに気付かされることがしばしばありま
す。データに基づいた客観的な判断が多く求めら
れている今、まさに数理職員が活躍する時代だと
感じています。

　さて私は今まで主に社会保障制度関係の仕事を
してきたのですが、社会保障関係では主に将来の
社会保障の姿を見通す、つまり将来推計を行うこ
とが数理職員の主な仕事となります。このような
仕事をするに当たっては、もちろんどのように将
来の姿を推計するかという技術的な難しさもある
のですが、それよりも難しいのは、得られた結果
をいかに他の人にわかりやすく説明するかという
ことです。もしこれが研究者などの立場であれ
ば、論文などを論理的な飛躍なしに書き上げてし
まえば基本的にはそれで説明になりますが、公務
員としての仕事の中では、数学の知識もない、ま
た社会保障制度などの背景をあまり知らない人に
対しても、得られた結果をわかりやすく説明する
必要があるのです。これが意外と難しく、未だに

四苦八苦することが少なくありません。しかし逆
に相手に自分の説明したいことがすっきり伝わっ
た時には、非常にうれしく感じることも事実で
す。我々、数理職員は研究者でもあり、また発信
者でもあります。そういう意味では表舞台に立つ
こともしばしばありますから、仕事にやりがいも
あります。

　ちなみに、私は厚生労働省に入省した後に、長
期の行政官在外研究員制度を利用して、2年間、
カナダの大学院に留学をしていました。海外留学
の他にも様々な研修などもあり、厚生労働省での
仕事は、日々勉強の連続でもあります。仕事の中
で知識を蓄積していき、それをまた仕事に生かし
ていくというのは非常に楽しいことでもありま
す。これからますます数理職員は行政の中で大き
な役割を担っていくことは間違いないと思います
ので、是非皆さんチャレンジしてみてはいかがで
しょうか？

政策統括官付社会保障担当参事官室長補佐

鈴木　健二 
 

■経歴………………………………………………
平成10.4		 厚生省入省（年金局数理課数理調整管理室）

平成16.4		 保険局調査課数理第一係長

平成17.7		 カナダ、ヨーク大学留学

平成19.7		 年金局数理課長補佐

平成23.7		  現職

プレゼンが大事！
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　厚生労働省に採用されて７年余りが経ち、改め
て振り返ってみると、いろいろな経験をしてきた
なと感じています。ここではそんな経験の一端を
ご紹介することで、採用後、皆さんがどういった
業務に取り組んでいくことになるのかイメージす
る一助になれば、と思います。

　私は、入省してまず、保険局調査課に配属され
ました。当時の私は、社会人になったばかりで右
も左も分からない状態だった上に、医療保険に関
する知識はほとんどなく、病院に行くと窓口で３
割支払う、というくらいのことしか知りませんで
した。そんな中、周りの先輩方にご指導をいただ
きながら、一つ一つの業務に取り組んでいきまし
た。ここでは、医療保険に関する財政試算や統計
資料の取りまとめ等を担当していました。３年目
の平成18年には、医療保険制度の大きな改正があ
り、今でも印象が深く残っている時期です。当時
は、国会での審議にあたって、医療費の将来の見
通しや制度改正の効果といった数字の面がクロー
ズアップされたので、とても慌ただしい毎日でし
た。単に、計算した結果を示すだけではなく、ど
うしてそのような結果になるのか、それがどうい
うことを意味するのかをきちんと分かりやすく説
明することが大事なことなのだと実感しました。

　その後、一度、厚生労働省を離れて、国民年金
基金連合会へ出向しました。国民年金基金とは、
自営業の方等（正確には、国民年金の第1号被保
険者）を対象にした制度で、国民年金に上乗せし
た給付が受けられるものです。ここでは、そうし
た年金に関する経理の予算や決算を取りまとめる
ということを担当していました。企業会計と同様
に複式簿記によって決算書は作成されるので、簿
記の考え方や伝票の起こし方といった知識が必要
になりました。在任中、予算書や決算書の作成方
法を見直すことになり、関係者への説明に四苦八
苦するということもありました。また、連合会で
は積立金の運用を行っているのですが、ちょうど
この頃、経済情勢が厳しくなったこともあり、加
入員の方々から資産運用に関するご照会も多数あ
りました。ここでも、どのような考え方に基づい
てどういった資産運用をしているのか、加入員の
方々に納得してもらえるように説明しなければな

りません。
　そして、厚生労働省に戻ってきて、年金局数理
課に配属となりました。公的年金では、少なくと
も５年に一度、財政検証ということを実施するこ
とになっていて、数理課の最も大事な業務です。
現在、税・社会保障一体改革の中で年金制度の改
革議論も進められていて、いろいろな検討がなさ
れています。

　これまでの業務を振り返って感じることは、や
はりしっかりとした説明ができることの大切さで
す。筋道を立てて納得してもらえる説明をしてい
くというのは、数学を学ぶことで培ってきた論理
的な思考能力が求められる場面ではないかと思い
ます。
　厚生労働省では、皆さんが持っている数理的な
素養を活かすことのできる仕事がたくさんあり、
数理職に求められる役割は、これからもますます
大きくなっていきます。一方で、数学以外の知識
が求められることもありますので、幅広い分野に
関心を持つことも重要だと思います。

　最後になりますが、このパンフレットを手にし
た方が、厚生労働省の数理職に興味を持ち、訪問
してくれることをお待ちしています。

年金局数理課数理専門官

矢崎　和彦 

■経歴………………………………………………
平成16.4		 厚生労働省入省（保険局調査課）
平成19.7		 国民年金基金連合会数理部数理課数理係長
平成23.7		 現職

数理的な素養を活かす仕事があります！
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　私が入省してからの仕事や経験についてお話し
したいと思います。

❶入省～年金局数理課数理第２係へ配属
　平成18年４月に入省後、まずは省内研修があ
り、５月初めに年金局数理課に配属されました。
その後、他省庁の仲間とともに人事院による研修
を終え、実際に業務がスタートしたのは６月下旬
でした。
　年金局数理課は課員のほとんどが数理職員で、
厚生年金・国民年金財政について、実績統計を基
に将来推計を行っています。
　ここでの新人職員の仕事は、年金関係基礎デー
タの整備と、年金財政に関する問合せへの対応で
す。
　当時、実感したのは文書作成の大変さ。ある
日、係長から、年金のデータを管理するシステム
について、説明文書の作成指示がありました。文
書案を作って係長に渡したところ、しばらくして
「宮崎くーん。」と声が。何だろう、と思って行
くと、そこには赤ペンの修正の嵐で真っ赤になっ
た紙が…。落ち込みましたが、修正されたもの
は、誰が読んでもわかりやすいものになっていま
した。自分の案では、専門的な用語を説明せずに
使っていたり、主語が省かれすぎていたりして、
他人にはわかりにくいものだったのです。
　数理課時代の最大の仕事は「平成21年財政検
証」です。年金財政の将来100年間の推計を行うも
ので、特に緊張感を持って業務に当たりました。
基礎データの相互チェックや修正、試算結果の確
認などで深夜まで働くことも多く、大変だったも
のの、新聞報道されるなど社会的関心も高く、公
表された際には達成感もひとしおでした。

❷勤労者生活課最低賃金係長へ異動～現在
　平成21年４月に労働基準局勤労者生活課へと初
めての異動。係長となり、はじめて部下を持つこ
とになりました。これからは、自分の仕事だけや
ればよい訳ではなく、係としての仕事の管理や部
下の指導も行わなければなりません。
　数理課との最大の違いは、数理職員が私しかい
ないこと。数理課では、係長～課長補佐～課長が
それぞれ数字を確認してくれていましたが、これ
からは、作った数字の最終責任は自分にありま
す。大変ですが、その分やりがいも感じられま
す。
　ここでの仕事は最低賃金の改定です。最低賃金
は、企業は、従業員に対し、最低賃金額以上の賃

金を支払わなければならないという制度です。近
年の大幅な引上げによる企業への影響の分析など
新たな課題もあり、いろいろと自分で考えて仕事
ができることが楽しいです。
　また、周りには法律職、労働基準行政職、労働
基準監督官などいろいろな職員がおり、法律の知
識や、現場での法律の運用など、それぞれが持つ
知識や経験を活かして最低賃金制度の企画・立案
に当たっているため、様々な観点からの考え方を
聞くことが出来て、大変勉強になっています。

❸数理課、勤労者生活課の２つの課を経験して
　環境も役職も異動ごとに変化し、周りから期待
されることも異なってきますが、それに対応して
いくことで成長出来るため、２～３年サイクルで
異動できる仕組みは大変有意義だと思っていま
す。

❹就職活動をしている皆さんへ
　就職活動をしている皆さんにお伝えしたいこと
は、まずは話を聞いてみてほしいということ。こ
れは、他省庁や民間企業でも同じです。ＨＰやパ
ンフレットだけでは伝わらないことがたくさんあ
りますし、話を聞いたら興味が湧いてきた、なん
てことも多々ありますので、まずは自分の可能性
を狭めることなく、幅広く就職活動を行ってくだ
さい。その上で、厚生労働省を選んでくだされば
幸甚です。

労働基準局労働条件政策課賃金時間室　最低賃金係長

宮崎　雄介

■経歴………………………………………………
平成18.4		 厚生労働省入省（年金局数理課）
平成21.4		 現職

入省から６年目までを振り返って
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